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第三者意見を受けて
貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございました。シチズングループは中期経営計画「シチズングローバ

ルプラン2018」のなかで「真のグローバル企業」をめざし事業活動に取り組んでいます。そのなかで遵法経

営はもちろんのこと、社会との信頼構築に加え、社会との対話から新たな価値を創造することが重要であると

認識しています。ご指摘のありました海外展開などにおいては、現在リスクマネジメントの重要課題として計画

的に実態調査／改善を実施しており、次のステップとしては環境も含めたグループ全体の活動を包括的に管

理できる仕組みを構築したいと考えています。

都倉 知宏

　シチズンという社名に込められた「市民に愛され市民に

貢献する」、この企業理念が従業員に行き渡っており、もの

づくりの現場においても活かされていることを感じる報告

書です。また1990年に創設され、以降毎年顕彰されてい

る「シチズン・オブ・ザ・イヤー」。この活動の継続も企業理念

を体現しているのみでなく、熟慮された選考方法とその公

平性においても高く評価できます。

　さらに報告されている中国法人の事例では、働きやすい

職場とするための活動として、社内のコミュニケーション強

化や人事制度改革といった組織内活動のみにとどまらず、

治安向上のための会社近隣への派出所の設置や利便性向

上のための郵便局へのATM設置、さらに、公園の建設検討

といった地域行政機関と一体となってのコミュニティそのも

のの発展向上といった社会貢献活動は、先進的な事例とし

て目を見張るものがあります。

　反面、海外での先進的な取り組みを断片的に知ることは

できるのですが全体像が見えてきません。多くの企業が海外

事業者、特にアジア地区における環境、人権、労働慣行への

取り組みに不安を抱いており、把握および統制を急いでいま

す。海外従業員比率が7割弱と高く、また売上比率も6割を

超える高さからも海外におけるCSR活動を俯瞰的に報告す

ることは重要なことと考えます。今後に期待いたします。

　意見書を発行するにあたりインタビューを実施いたしまし

た。インタビューでは、CSR活動を推進するにあたり、リス

クマネジメントが重要との立場をとられ、経営上のリスクは

経営会議で、業務上のリスクはCSR担当部署にてそれぞ

れPDCAを回されていることを伺いました。これらの活動に

基づき、行動計画や到達目標もあるのだと想像できるので

すが、報告書では環境活動にフォーカスした「環境中期計

画2018」のみの報告となっていました。そのためCSR活動

全体の進捗状況がわかりづらい内容となっています。個々

の実施状況はよくわかるのですが、現在の活動について到

達目標に対する達成状況の程度や今後の課題が見えない

と感じました。中長期的な行動計画の明示とその進捗状況

の報告も今後検討される余地があると考えます。

　また、御社のCSR活動は、企業行動憲章に関連する課題

をステークホルダーのニーズも考慮の上特定し、優先的な

課題から対応されているのだと思いますが、報告テーマが

どのように選定されたのかわからないため、報告されなかっ

たテーマにも重要なものがあるのでは？といった疑問も生じ

ます。このようなテーマ選定プロセスについても報告するこ

とは、読者の理解を深めるだけでなく、報告内容の信頼性

向上にもつながると考えます。今後に期待いたします。

　カーボン・ディスクロージャー・プロジェクトの活動にも代

表されるように、企業の情報開示状況を取り巻く環境は内

容の正確性が求められるだけでなく、信頼性の向上も重要

度を増しています。環境データと経済および社会データでの

活動範囲の適切性、データの算定方法の正確性および信頼

性について第三者検証を検討されることを期待します。

※このコメントは、本書が一般に公正妥当と認められる環境報告書などの作
成基準に準拠して正確に測定、算出され、かつ事項が漏れなく表示されて
いるかどうかについて判断した結論を表明するものではありません。
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あなたは企業倫理相談窓口を知っていますか?

CSR意識調査結果（抜粋）
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法令違反を見つけた場合、
企業倫理相談窓口を利用しますか?
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コンプライアンス／リスクマネジメントの推進

コンプライアンスの取り組み
シチズングループでは、ＣＳＲ活動の優先課題としてグルー

プ企業行動憲章を基盤としたコンプライアンスに取り組んで

います。グループ各社は、コンプライアンス教育やe-ラーニング

などを定期的に実施し、法令遵守を根幹とした道徳や倫理

観に基づいた行動を促しています。また、法令違反や不正行

為の未然防止、自浄作用の向上のため、社内外に「企業倫

理相談窓口」を設けており、通報者の秘密の厳守や通報者

に不利益な処遇がなされないことなどを定めるとともに、匿名

で通報できるよう通報環境を整えています。

リスクマネジメントの取り組み
シチズングループでは、企業理念の実現および経営計画

達成の阻害要因となるリスクを適切に管理し、社会的責任の

履行と企業価値向上に資することを目的に、リスクマネジメン

トに取り組んでいます。２０１２年度は、２０１１年度に引き続き

災害ＢＣＰ（事業継続計画）の推進と営業秘密管理の展開・

定着（p16参照）にグループ全体で取り組みました。また、各社

の地域性や事業形態を考慮したリスクマネジメントを推進し

ており、海外拠点では、海外における安全確保や緊急事態

時の対応などに取り組んでいます。

取り組み事例

通報窓口の機能向上に向けた取り組み
グループ従業員（派遣社員含む）に毎年実施しているＣＳＲ

意識調査では、「企業倫理相談窓口を利用しますか？」の設

問で、「利用しない／利用するかわからない」という回答が

半数以上を占め、またその理由として「秘密厳守が保たれる

か不安がある」という回答が多くありました。この結果を踏ま

え、今後も継続して相談窓口の周知、信頼性を高めるため

の努力を行っていきます。

安全保障貿易管理
シチズンマシナリーミヤノでは、全製品に移設検知機能を標

準装備し、工作機械の不正使用を未然に防止することで輸

出管理の強化を図っています。今後も「外国為替及び外国

貿易法」を遵守し、工作機械の不正輸出や海外における不

正転売・再輸出などの防止に取り組みます。

取り組み事例

災害ＢＣＰ（事業継続計画）
シチズングループでは、東日本大震災の経験をもとに災害

BCPのより効果的な体制整備を推進しています。2012年

度は、昨年度にグループ全体で実施したBCP診断の評価

結果をグループ経営会議で共有し、グループ各社へ課題

への対応を求めました。さらに、グル－プCSR推進委員会

にて定期的に確認することで確実な推進につなげていま

す。グループ各社は全国各地に点在することから、事業形

態、規模を考慮し、かつ自然災害の種類や被害の程度を具

体的に想定し推進することが重要と考えます。また、参考

になる活動についてはグループ内で共有しその機能を高

めています。

模倣品対策の強化
シチズンホールディングスでは、ブランド価値の強化の一環

として模倣品対策に力を注いでいます。シチズン製品の模

倣品を放置することは、シチズンブランドや社会的信用を損

なうだけでなく、品質の伴わない製品をお客様が購入してし

まう恐れがあります。そのため、各国の公的機関と連携し模

倣品製造業者、流通業者、販売業者に対する法的根拠に基

づく警告や摘発、また大手オンラインショップでの模倣品販

売の調査と差し止め、さらに各国・地域の税関での輸出入差

し止めなど、模倣品の排除に努めています。
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